
（様式－１ 表紙） 

 
 

 １ 調査名称：西宮市総合交通戦略策定調査 

 

 

 ２ 調査主体：西宮市 

 

 

 ３ 調査圏域：西宮市全域 

 

 

 ４ 調査期間：平成25年度～平成26年度 

 

 

 ５ 調 査 費： 21,600千円（当年度までの合計： 12,000千円） 

（街路事業調査 都市・地域総合交通戦略策定調査） 

 

 ６ 調査概要： 

本市は、大阪・神戸の両大都市の中間に位置し、鉄道網やバス路線網が発達した公

共交通の利便性が高い都市として認知されているが、高齢化の進展により、身近な交

通手段であるバス交通の充実に対する要望が高まりつつあり、鉄道の利便性について

も、より一層の向上が求められている。また、地球温暖化防止、低炭素で環境に優し

いまちづくりを目指す観点からも、マイカーから鉄道・バスへの利用転換を促進する

ことが必要となっている。 

一方で、南北方向の道路網の脆弱性や鉄道駅の交通結節機能の不足は未だ克服され

ておらず、今後、都市機能の効率的な連携を図り、集約型の都市構造を構築するため

には、公共交通の利便性向上とあわせて、幹線道路網の更なる充実等を図りつつ、交

通結節機能の向上等を図る必要がある。 

そこで、本市の特徴である交通利便性をさらに向上させ、持続的発展が可能なまち

づくりを実現するため、行政、住民、事業者が連携・協働して、本市における交通政

策のマスタープランとして｢総合交通戦略｣を策定し、交通施設整備などのハード対策

と、バス等の交通手段に対するソフト対策を組み合わせた総合的な施策・事業を効率

的に展開することとする。 

 

  

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名:西宮市総合交通戦略策定調査 

 

 ２ 報告書目次 

1 調査概要 

1.1 計画策定の背景と目的 

1.2 調査の構成 

2 西宮市の概況 

2.1 本章のねらい 

2.2 地理的位置 

2.3 都市の成り立ち 

2.4 地勢に関する概況 

2.5 用途地域  

2.6 DID地区の変遷 

2.7 人口動向  

2.8 生活関連施設等の立地状況 

2.9 地価動向  

2.10 西宮市概況のまとめ 

3 西宮市の移動に関する問題点の抽出 

3.1 本章の狙い 

3.2 本市の移動の特徴 

3.3 本市の移動状況の整理 

3.4 本市の移動構造を踏まえた問題点の抽出 

4 将来のまちづくり検討にあたっての留意すべき視点の整理 

4.1 今後のまちづくり検討にあたり留意すべき将来動向等の整理 

4.2 上位関連計画の整理～西宮市が目指すまちづくりの視点 

4.3 将来のまちづくりの視点の整理 

5 西宮市の今後のまちづくりに関する課題の抽出 

5.1 現況の問題点から導き出される課題の抽出 

5.2 将来を見据えた課題 

5.3 今後のまちづくりを踏まえた課題～上位関連計画の支援 

5.4 今後のまちづくりに関する課題の整理 

6 西宮市の将来都市像 

6.1 まちづくりの基本方向 

6.2 将来都市像の設定 

6.3 将来都市構造の検討 

7 基本計画 

7.1 戦略目標  

7.2 施策体系  



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

西宮市都市交通会議 

（会長：西宮市長 河野 昌弘） 

 

 

総合交通戦略策定分科会 

（分科会長：京都大学大学院 特定教授 土井 勉） 

 

 

事務局 

（西宮市都市局都市計画部都市計画課） 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 
所属 役職 氏  名 

都市交通会

議 
総合交通戦略 

策定分科会 

会長 西宮市長 市長 河野 昌弘 ○ 
 

議長 
京都大学大学院 工学研究科 安寧

の都市ユニット 
特定教授 土井 勉 ○ 

○ 

（分科会長） 

副議長 
大阪大学大学院 工学研究科 ビジ

ネスエンジニアリング専攻 
准教授 松村 暢彦 ○ ○ 

監事 公募委員   酒井 慶子 ○ ○ 

監事 
兵庫県 阪神南県民局 西宮土木事

務所 

所長補佐 

（企画調整

担当） 

野崎 敏 ○ ○ 

委員 公募委員   立山 弘和 ○ ○ 

委員 西宮コミュニティ協会 副理事長 中村 和夫 ○ 
 

委員 
モビリティコンサルタント ジャーナリ

スト 
  楠田 悦子 ○ ○ 

委員 
西日本旅客鉄道株式会社 近畿統

括本部 企画課(経営企画)  
課長 奥田 英雄 ○ 

 

委員 
阪急電鉄株式会社 都市交通事業

本部 都市交通計画部 
部長 庄 健介 ○ 

 



委員 
阪神電気鉄道株式会社 都市交通

事業本部 工務部 
部長 村田 豊喜 ○ 

 

委員 阪急バス株式会社 
取締役自動

車事業部長 
河崎 浩一 ○ 

 

委員 阪神バス株式会社 業務部 部長 野口 一行 ○ 
 

委員 みなと観光バス株式会社 代表取締役  松本 浩之 ○ 
 

委員 
兵庫県交通運輸産業労働組合協議

会 阪神地域協議会 
議長 白井 康民 ○ 

 

委員 社団法人兵庫県バス協会 専務理事 中澤 秀明 ○ 
 

委員 

社団法人兵庫県タクシー協会 

（推薦委員：阪神タクシー株式会社 

取締役営業本部） 

部長 鈴木 康弘 ○ 
 

委員 
国土交通省 近畿地方整備局 兵庫

国道事務所 調査課 
課長 橋本 亮 ○ 

 

委員 
兵庫県 阪神南県民局 西宮土木事

務所 道路第２課 
課長 髙瀬 徹 ○ 

 

委員 西宮市 土木局 道路部 部長 永野 龍治 ○ ○ 

委員 兵庫県西宮警察署 交通第１課 課長 矢野 厚生 ○ 
 

委員 
国土交通省 神戸運輸監理部 兵庫

陸運部 

首席運輸企

画専門官 

（輸送） 

上畑 光生 ○ 
 

委員 
国土交通省 近畿運輸局 企画観光

部 交通企画課 
課長 加納 陽之助 ○ ○ 

委員 
国土交通省 近畿地方整備局 建政

部 都市整備課 
課長補佐 田中 克己 ○ ○ 

委員 
兵庫県 県土整備部 県土企画局 

交通政策課 
課長 松本 元生 ○ ○ 

委員 
兵庫県 県土整備部 土木局 道路

街路課 

街路担当参

事 
服部 洋平 ○ ○ 

委員 西宮市 都市局 都市計画部 部長 北田 正広 ○ ○ 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

 

そもそも公共交通機関や道路等の交通基盤は、市民の移動という根幹的な活動を支

えるものであり、各種分野の課題への対応を図るうえで、交通の担いうる役割を明確

にして、効果的に施策展開を図っていくことが必要である。特に、高齢者等にとって

身近な交通手段である公共交通は、市民の「生活の質」を支えるうえで、特にサービ

スの充実が求められるものと考えられる。 

また、本市は、大阪･神戸の両大都市の中間に位置し、鉄道網やバス路線網が発達し

た公共交通の利便性が高い都市として認知されているが、高齢化の進展により、身近

な交通手段であるバス交通の充実に対する要望が高まりつつあり、鉄道の利便性につ

いても、より一層の向上が求められている。また、地球温暖化防止、低炭素で環境に

優しいまちづくりを目指す観点からも、マイカーから鉄道・バスへの利用転換を促進

することが必要となっている。 

一方で、南北方向の道路網の脆弱性や鉄道駅の交通結節機能の不足は未だ克服され

ておらず、今後、都市機能の効率的な連携を図り、集約型の都市構造を構築するため

には、公共交通の利便性向上とあわせて、幹線道路網の更なる充実等を図りつつ、交

通結節機能の向上等を図る必要がある。 

加えて、本市は、住宅地としてのブランド形成に成功し、人口が増加傾向にあるが、

将来的には、人口減少や高齢化等が顕在化し、都市発展上の転換期を迎えていくもの

と考えられる。 

長期的視野に立って、市民の「生活の質」を支えるうえで、脆弱になっている地域

コミュニティを再生する一方、都市型観光を含む商業・サービス業、そして工業等の

地域経済の活性化を図っていくことが不可欠であるものと考えられる。 

そのような中、都市経営の観点からは、「選択と集中」という考え方に基づき、公共

サービスの面での効率性を高めるとともに、官民連携による効率的な都市経営の実現

を図ることが不可欠であると考えられる。 

このような状況を踏まえ、交通施策と関連分野施策との横断的な連携を図り、展開

していくことが必要である。 

そこで、本市の特徴である交通利便性をさらに向上させ、持続的発展が可能なまち

づくりを実現するため、行政、住民、事業者が連携・協働して、本市における交通政

策のマスタープランとして｢総合交通戦略｣を策定し、交通施設整備などのハード対策

と、バス等の交通手段に対するソフト対策を組み合わせた総合的な施策・事業を効率

的に展開することとする。 

 



 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過年度に実施した関連調査成果 

計画・準備 

1.西宮市の概況 

4.交通戦略検討にあたっての課題整理 

5.西宮市の将来都市像・都市構造の検討 

西
宮
市
都
市
交
通
会
議 

・庁
内
検
討
会
議 

最新ﾃﾞｰﾀの収集・整理 
・道路交通ｾﾝｻｽＨ22ＯＤ 
・ＰＴ調査（Ｈ22） 
・交通事故関連ﾃﾞｰﾀ 
・国勢調査 
・事業所統計（ﾒｯｼｭ） 
・社会経済指標 等 

7.実施計画の策定 

「西宮市総合交通戦略」のとりまとめ 

都市計画道路見直し等 

関連調査との調整 

パブリックコメントの実施 

2.西宮市内の移動に関する問題点の抽出 

3.交通戦略検討で考慮すべき将来動向の整理 

（1）まちづくりの基本方向 

（2）将来都市像の検討 

（3）将来都市構造の検討 

6.戦略目標・施策体系の検討 
平成 25 年度 

平成 26 年度 

（1）施策目標及び評価指標の設定 （2）都市交通施策の体系化及びﾊﾟｯｹｰｼﾞ化 

（3）事業プログラムの策定 （4）事業推進体制の検討 （5）戦略の評価・改善の仕組み 

 

・広域道路網計画 
・各種まちづくり計画 等 

（1）移動特性の整理 

（2）移動軸に関する分析および問題点の整理 

（3）移動拠点に関する分析および問題点の整理 



 

 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西宮市全域 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

西宮市交通戦略基本計画の策定にあたり、目指すべき将来のまちづくりを支援する

ことを主眼として検討した。それにあたり、上位・関連計画を整理するとともに、拠

点の形成状況等を定量的に分析したうえで、都市構造を再整理した。別紙資料として、

成果内容に関する抜粋版を示す。 

抜粋版は策定過程の資料であり、平成26年度に策定する実施計画と合わせて、西宮

市総合交通戦略とする。 



西宮市交通戦略基本計画 西宮市都市交通会議 説明資料 1 

Ⅰ 本市の現況都市構造 

・本市の現況都市構造については、移動軸と都市拠点、そして移動実態から把握できる各ゾーンの移動圏域

を表記した右図のイメージとしてとらえることができる。 

・移動軸は、主に以下の都市交通施設で構成される。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・都市拠点は、以下の駅周辺が位置づけられる。 

拠点 該当する駅 

主要都市拠点 阪急西宮北口駅周辺 

阪神西宮駅周辺 

準主要都市拠点 阪神甲子園駅周辺 

ＪＲ西宮駅周辺 

阪急甲東園駅周辺 

阪急夙川駅周辺 

ＪＲ西宮名塩駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域 手段 東西方向 南北方向 

北部 

鉄道 JR福知山線 ― 

道路 

中国自動車道 

阪神高速道路７号 

国道１７６号 

県道５１号 

県道１６号 

有馬山口線 

大沢西宮線 

南部 

鉄道 

阪急神戸本線 

JR東海道本線 

阪神電鉄本線 

阪急甲陽線 

阪急今津線 

阪神武庫川線 

道路 

名神高速道路 

阪神高速３号 

阪神高速５号 

国道１７１号 

国道２号 

国道４３号 

県道５７３号 

県道３４２号 

県道６０６号 

大沢西宮線 

国道１７１号 

県道３３７号 

武庫川右岸線 

県道１９３号 

県道３４０号 

［西宮市の現況都市構造］ 

 

 

  主要都市拠点 
：阪急西宮北口駅周辺 
 ・阪神西宮駅周辺 

   
準主要都市拠点 
：阪神甲子園駅周辺、JR西宮駅周辺、 
 阪急甲東園駅周辺、阪急夙川駅周辺、 
 JR西宮名塩駅周辺 

拠点 

移動軸 

都市核 

にしのみやなじお 

なまぜ 

こうとうえん 

もんどやくじん 

にしのみやきたぐち しゅくがわ 

こうしえんぐち 

むこがわだんちまえ 

くらくえんぐち 

こうようえん 

すざき 

ひがしなるお 

むこがわ 
なるお 

こうしえん 

くすがわ いまづ 

はんしん 

にしのみや こうろえん 

さくらしゅくがわ 

にしのみや 

たからづか 

おかば 

山口 

塩瀬 

本庁山麓 甲東 

本庁臨海 

瓦木 

鳴尾 

本庁中央 



西宮市交通戦略基本計画 西宮市都市交通会議 説明資料 2 

Ⅱ 本市の移動及び主要都市拠点等の課題 

 

 

 

南北方向の自動車交通が円滑でない 

⇒都市計画道路の未整備延長が長く、地域

内に幹線道路がない 

⇒高頻度で運行する鉄道の踏切が多数存在

し、円滑な交通処理が困難 

バスなどの交通手段の不足 

⇒拠点駅への標高差が大きく、かつ、バス等の

交通手段が不足しているため、高齢者の外

出低下傾向が平地部と比較して著しい 

東西方向の自動車交通が円滑でない 

⇒東西方向の流動は西宮市を通過する交通が突出し

て多い 

⇒信号交差点が多いため、交通容量が低下 

（南部地域東西軸のみ） 

⇒交通容量の超過により、渋滞が発生、さらにそれに伴

う事故・環境問題も発生 

⇒東西方向軸の渋滞により直交する南北方向道路へも

渋滞が波及 

バス路線の偏在 

⇒バスの走行空間が確保できない狭幅員道路

により道路網が構成されている地域が点在

し、十分なバスサービスが提供できていない 

バスの速達性が低い 

⇒道路交通渋滞によりバスの速達性が確保さ

れていない（大都市の表定速度平均と大き

な乖離） 

道路 

鉄道 

拠点に関わる問題 

移動軸 

に関する

問題 

主要拠点の強化 

⇒主要都市拠点の商業・生活関連施設の集積度合い 

⇒主要都市拠点における路線バスによるアクセス性 

⇒主要都市拠点の交通結節機能 

 

  主要都市拠点 
：阪急西宮北口駅周辺 
 ・阪神西宮駅周辺 

   
準主要都市拠点 
：阪神甲子園駅周辺、JR西宮駅周辺、 
 阪急甲東園駅周辺、阪急夙川駅周辺、 
 JR西宮名塩駅周辺 

拠点 

移動軸 

都市核 

にしのみやなじお 

なまぜ 

こうとうえん 

もんどやくじん 

にしのみやきたぐち 
しゅくがわ 

こうしえんぐち 

むこがわだんちまえ 

くらくえんぐち 

こうようえん 

すざき 

ひがしなるお 

むこがわ 
なるお 

こうしえん 

くすがわ いまづ 

はんしん 

にしのみや 
こうろえん 

さくらしゅくがわ 

にしのみや 

たからづか 

おかば 

山口 

塩瀬 

本庁山麓 甲東 

本庁臨海 

瓦木 

鳴尾 

本庁中央 

バス 

阪急西宮北口駅～武庫之荘駅間の長

い駅間距離 

⇒駅間距離が 3.3kmと市内でも最も離れ

ていることから、鉄道沿線にもかかわら

ず、鉄道駅へのアクセス性が低い地域

が存在 

 

 

 
道路に関する問題点 

鉄道に関する問題点 

問題点から導き出される課題 

すべての移動・外出行動の基盤となる道路網の強化 

東西方向の自動車交通が円滑でない 

阪急西宮北口駅～武庫之荘駅間の長い駅間距離 

南北方向の自動車交通が円滑でない 

主要都市拠点の問題点 

主要都市拠点の交通結節機能 

主要都市拠点の強化 

主要都市拠点の商業・生活関連施設の集積度合い 

主要都市拠点における路線バスによるアクセス性 

通過交通や踏切・信号交差点の多さへの 

適切な対応による市内自動車交通速度の向上 

バスに関する問題点 

バス路線の偏在 

鉄道駅へ向かう交通手段の不足 

バスの速達性が低い 

拠点へのアクセス性の向上・確保 

外出支援に資する公共交通の確保 

[課題の整理] 
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Ⅲ 西宮市のまちづくり・交通政策に関する課題、将来都市像、総合交通戦略の基本理念 

 

現況課題（顕在化している課題） 
・ すべての移動・外出行動の基

盤となる道路網の強化 
・ 通過交通や踏切・信号交差

点の多さへの適切な対応による
市内自動車交通速度の向上 

・ 外出支援に資する公共交通の
確保 

・ 拠点へのアクセス性の向上・確
保 

・ 主要都市拠点の強化 

将来を見据えた課題 
・ 今後加速する高齢化
の進展に対応した移動
手段の確保 

・ 南部地域における新た
な拠点へのアクセス性の
確保 

・ 災害時の避難活動・緊
急輸送等への対応 

今後のまちづくりを踏まえた課題

（上位関連計画の支援） 
・ 文教住宅都市にふさわしい都市活力
の向上・維持 

・ 持続可能性の高い都市づくり 
・ 集約型都市構造の実現 
・ ユニバーサルデザインの都市づくり 
・ 低炭素まちづくり 
・ 魅力的な都市核等の中心市街地の
形成 

・ 市内移動を担う主要な交通軸となる
幹線道路の整備 

まちづくり・交通政策に関する課題 

まちづくりの基本方向 

基本方向①：通勤、通学や文化施設等への来訪が便利な都市 

基本方向②：生活に必要なサービスを受けやすく、多様なニーズに応じて訪れる拠点を選択

できる都市 

基本方向③：市内及び市内外の交流が活発で、だれもがにぎわいを享受できる都市 

基本方向④：人と自然にやさしい都市 

基本方向⑤：災害に強い都市 

総合交通戦略の基本理念 

みんなが暮らしやすく、お出かけしたくなるまち 

品格の高い「文教住宅都市」において、子育てしやすい、働きやすい、いつまでもすみ続け

たくなるような、暮らしやすいまち 

都心の賑わいや、個性豊かな市内各地の魅力を、だれもがお出かけして楽しめるまち 

西宮市の将来都市像 

西宮市版コンパクトシティの実現 
市内各地をスムーズに移動できるコンパクトなまち 

個人個人の事情にあわせて、環境負荷の少ない徒歩や公共交通を選んで移動できるまち 

将来都市像を実現するための、 

交通分野における戦略 

総合都市交通戦略における課題 
文化・教育・通勤等、種々の移動を支える道路網の再構築 
誰もが手軽、快適に利用できる公共交通網の再構築 

利便性の高い、魅力的な都市核の形成 
人と環境にやさしい交通体系の形成 

自然災害に対応する安心な交通体系の形成 
・ 鉄道路線相互（対JR接続）の連携強化 
・ 都市核としての魅力の向上 
・ 交通結節機能の強化 
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Ⅳ 基本計画 

 

 

 

 

市内各地をスムーズに移動できるコンパクトなまち 

対応方針 4 

 緊急時の対応を考慮した交通ネットワークの充実を図ることにより、防災・減災のまち

づくりを進めます。 

対応方針 2 

 多様な都市機能を持つ魅力的な都市拠点の形成を図ります。 

 都市拠点等のアクセス性や交通結節機能を高めます。 

対応方針 1 

 自動車やバス等の移動時間を短縮し、都市拠点等にもアクセスしやすくします。 

 都市拠点間や拠点と周辺地域の間の連携を強化し、移動の円滑性を高めます。 

西宮市版コンパクトシティの実現 

総合交通戦略の基本理念 

個々の事情にあわせて、徒歩や公共交通を選んで移動できるまち 

目標 1 移動時間の短縮によるコンパクトな都市構造の実現 

目標 2 アクセスしやすく魅力的な都市拠点等の形成 

目標 4 防災・減災の観点からの交通施設やネットワークの強化 

安全・安心に生活できるまち 

対応方針 3 

 個々の事情にあわせた移動がしやすい公共交通の充実を図ります。 

 徒歩・自転車・バス等による鉄道駅や文化教育施設へのアクセスを改善します。 

目標 3 様々な移動の際に徒歩や公共交通等の交通手段が選択しやすい環境の整備 

 
 

 

 

 

 

＜施策体系＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市内々及び市内外の移動円滑化に寄与する幹線道路の整備や鉄道との立体交差化を図ります。 

 一般道路の通過交通を抑制するため、通過交通を適切に処理する高規格道路等の整備を促進します。 

①市内々・市内外の移動円滑化に寄与する幹線道路等の機能強化 

 

 都市拠点において都市機能の集積や充実を図ります。 

 特急停車駅や乗降客数の多い鉄道駅について、交通結節機能やアクセス性の強化を図ります。 

②都市拠点等の都市機能の集積・充実及び交通結節機能やアクセス性の強化 

 鉄道施設や道路施設の耐震化等を促進します。 

 緊急時のリダンダンシー（多重性）の確保に寄与する道路の整備を促進します。 

 通常時だけでなく緊急時にも有効に機能する交通ネットワークの形成に努めます。 

⑤緊急時の対応を考慮した道路ネットワーク及び公共交通ネットワークの充実 

 駅間距離が長い鉄道区間などで鉄道駅の新設を促進し、鉄道へのアクセス性を向上させるとともに、駅周

辺で一体的なまちづくりを行います。 

 既存バス路線の利便性向上や道路整備にあわせたバス路線の充実に努めます。 

 路線バスの運行が困難な地域について、地域住民が主体となったコミュニティ交通の導入を検討します。 

 バス乗り場の環境改善やバスの乗継ぎに関する利便性の向上に努めます。 

③まちづくりや生活利便性の向上に寄与する公共交通の充実 

 

 鉄道駅・文化教育施設等への徒歩・自転車経路を改善することにより、アクセス性の向上を図ります。 

 文化教育施設と中心市街地を連絡する道路の整備やバス路線の充実に努めます。 

 鉄道駅及び駅周辺のバリアフリー化を促進します。 

④徒徒歩・自転車・バス等による鉄道駅・文化教育施設等へのアクセス性の向上 


